
校 長 大給 善仁
１月18日の朝の活動の時間に，待ちに待ったメジャーリーガーの大谷翔平選手からのグローブが西浦

小学校にも届き，みんなで開封式をしました。

大谷選手からのグローブが届いたことを知ると，子供たちは「やった～」と大喜びで，代表の高学年

がグローブが入っている箱を開けると「わっ～」「すご～い」とまた歓声が湧き上がりました。

先生たちから，大谷翔平選手のことやグローブの使い方について説明があり，その後は，子供たち一

人ひとりが嬉しそうにグローブを身につけたり，クラスやみんなで写真を撮ったりしました。

大谷選手の力は本当にすごいですし，直接は会えませんが、グローブを通して大谷選手と関わること

ができる子供たちは幸せだと思います。

校長からは，大谷翔平選手からの手紙を読ませてもらいました。

また，大谷選手の手紙にも書かれている「『感謝』の気持ちの伝え方」について，子供たちに少し考え

てもらいました。

直接会える人には感謝の気持ちを伝えるにはお礼のあいさつを言ったり，会えない人には手紙を書い

たりすることができますが，大切なことはなんでしょう？ それは，「どうすれば相手が喜んでくれるか」

を考えることです。大谷選手へは「グローブをみんなで使って野球を楽しむ」ことでしょう。

先日，西浦地域に縁のある有志の方から100冊以上の本を図書室へ寄贈していただきました。その方へ

は「みんなでお礼の手紙を書く」「いただいた本をたくさん読む」など，子供たちから意見が出ました。

３学期もあと２ヶ月となり，本校では，みんなで頑張ったことや協力し合ったことを振り返ったり，

この１年間お世話になった地域や講師の方々へ手紙を書いたりして，周りの人たちに感謝する大切さを

教えています。

今後，子供たちはいろいろな人たちと出会い交流していく中で，感謝する気持ちを忘れず，相手のこ
とを考えて行動できる心豊かな人になってほしいと思います。

【寄贈いただいた図書】 【大谷選手からいただいたグローブ】

｢感謝の気持ちを伝えるには」

「この３つの野球グローブは学校への寄付となります。それ以上に私はこのグローブが、私たちの次

の世代に夢を与え、勇気づけるためのシンボルとなることを望んでいます。それは、野球こそが、私が

充実した人生を送る機会を与えてくれたスポーツだからです。このグローブを学校でお互いに共有し、

野球を楽しんでもらうために、私からのこの個人的なメッセージを学校の生徒たちに伝えていただけれ

ば幸いです。グローブの寄贈をさせていただけることに感謝いたします。貴校の益々のご発展をお祈り

申し上げます。」 野球しようぜ。 大谷翔平 （一部省略）

にしうら

小規模校特認校 姶良市立西浦小学校

「花とポエムと少年消防クラブ」

学校だより令和６年２月



 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1日 金 別 遠足  

5日 火 わ 大会 3校時  

12日 火 あいあい号 

13日 水 卒業式予行 

21日 木 卒業式準備 

22日 金 卒業式 

25日 月 修了式・離任式 

26日 火 あいあい号 

◇ 入賞 う ◇ 
 

第 回南 市 日新公い 歌 短歌大会  

特選  年 藤崎 陽音  

や い    

い し  い  

1/24(水) 今年 雪 積 し  

昨年同様，今年 氷点下 朝 迎え 西浦。前日 夜 降雪 ，校庭 銀世界 包 し 。 

登校し 子供 ， 大喜 。雪 作 雪合戦 し ， く 作

， 時季 雪遊 楽し 日 し 。 

1/13(土) 児童集会 凧あ 大会  

例年，凧あ 大会 凧作 冬休 課

題 い す。子供 ， 日 昼

休 使い ，凧あ 練習 し い し 。 

う く凧あ 子 ，思 い あ

子 ， 思い出 残 行

事 し う。 

1/25(木) 食 関す 指導  

1/22(月)～26(金) 学校給食週間 し 。 期間 給食 ，鹿児島

旬 食材 使 バラエティ豊 メニュー ，目 舌 郷土

味わい し 。 

藤﨑栄養教 食べ物 関す 指導 全学級 行 い し

。食べ物 学 1食分 献立 い 栄養 考え 作

す し 。食 ，私 生活 基本 大

切 す。学 ，子供 一人 ， 食生活

生 し ほしい 思う し 。 

/ (水) レザークラフ 講座  

 家庭教育学級 活動 し ，水永先生 講師 招

し，レザークラフ 講座 実施し し 。 く 道具

駆使し ，約 時間 製作時間 カー ケース

完成 せ し 。使え 使うほ 味

出 皮革製品。長く，大切 使 く い 。 


